淡江大學  九十七學年度第一學期課程教學計畫表(格式二)
壹、科目名稱：日語會話(四)
貳、授課老師：堀越和男
參、開課系所班級：日文系（日）4年級C班
肆、必選修：選修
伍、學分數：2學分（上、下 學期  4   學分）
陸、先修科目：日語會話(三)
柒、教學內容及進度：
一、概要　　
　　　　この授業では、言語教育の新たな試みとして最新機器を使い、インターネットを介して、東京外国語大学中国語学科の学生との間で遠隔交流の授業を行う。学生はクラス内、及び両校のクラス間で互いに協力し合いながら、対等で互恵的な関係で学び合う。また、同じ世代の日本人学生と楽しく交流することで、日本語の上達はもちろん、互いの考え方や文化などを知る良い機会となろう。
二、授業の目的
　　①東京外国語大学中国語学科との双方向の交流と学習により学習動機を高め、総合的な日本語能力の向上を目指す。
　　②互いの考え方や文化等を理解する。
捌、授課方式：

　　　　この授業では、自文化に関する調査報告が中心となる。そして代表選考、遠隔授業、フィードバックの三段階で一つのサイクルとして構成される。1学期にそれを四回繰り返す予定である。
①第一段階：代表選考
　　　　発表テーマについてグループで調査を行う。その後日本語でレポートを書いてプレゼンテーション資料（PPT）を作り、発表の練習をする。そして、各グループの発表の後、クラス全員の投票により代表を決定する。

②第二段階：遠隔授業
授業は「発表」と「対談」の二つのセッションの順に行われる。まず、テレビ会議システムを使って日本側が中国語で、台湾側が日本語で互いに発表しあい、それぞれ質疑応答を行う。その後、Webカメラを使って日台間でそれぞれの学生が個別に対談を行い、日中両言語で間意見交換をする。
③第三段階：フィードバック
　　　　発表の際の誤用や文法・表現等についてフィードバックを行い、みんなでその問題点を共有する。また、第一・第二段階で各自気づいたこと、例えば異文化、自文化、あるいは言語的な気づき、調査の際苦労したこと、発表で工夫した点等、日本語で自由に話す。
玖、教學設備：電腦
投影機
拾、教材課本：自作教材
拾壹、參考書籍：
拾貳、成績考核方式：

	
	平時成績（出席・参加態度・小テスト等）：30％

	
	期中考成績：0％

	
	期末考成績：0％

	
	讀書報告：  0％

	
	其他（調査レポート・PPT資料作成・発表・宿題等）：70％


